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主な内容 

１．日本のゴルフコースの樹木の現状 

２．樹間競合を齎す密植 

３．整林とその前提 

４．整林とその必要性 

５．整林の方法 

６．ゴルフコースにおける間伐の注意点 

７．整林の実際 

 
 



ゴルフコースのタイプと樹木 

１）スコットランドのコース 
 （１）リンクスランドコース：砂丘地・のコース（大半） 

 （２）ウッドランドコース：林地・・・少ない 

 （３）パークランドコース：公園・・・少ない 

 （４）ムアーランドコース：荒れ地・・・少ない 

２）イングランド～アメリカ・カナダなど 
  林地（人工林）のコースが増える 

３）日本のコース 
  林地（人工林）のコースが殆ど 

   



の 









リンクスランドの代表的なSt. Andrews GC 









イングランドの内陸のコースの例 





Golfの世界への伝播 



Shinnecockhills GC(1932）でのUSオープンの状況（1990) 



  

同上 



開場当時のPine Valley GCの #14の風景（１９２２） 





オープン（１９３３）当初のAugusta National  GCの#１３グリーン後方の樹木 





オープン当時のパサチエンポGCの＃１８の風景 



同上現在のパサチエンポGCの＃１８の風景 



１９９０年代のSan Francisco CC（開場は１９１５）の樹木 



で 

Ａｕｇｕｓｔａ ＮＬ ＧＣ ＃１８ ティより 



日本のゴルフコースと樹木の現状 

（１）林地に造成したコース 

  林木生産用の植栽林を数回の間伐を経て現  

  在に至る（２）新植面積の多いコース 

  １９６０年以降の植栽面積の多いコース 

  林地育成のための密植が今や競合激化 

（３）木を見て森を見ないコース 

  特定の権力者の意思による偏った植栽 

（４）経費節減による手入れ不足 



樹間競合を齎す密植 

 植栽のベースは林木生産方式 

１）スギ林の場合 
  第2次大戦後の植栽奨励,１ha当たり10,000本（1㎡に1本） 

  自然落枝の進行～林地の劣化、裸地化、 

２）マツ林の場合 
  平地は薪炭用の植栽林、１ha当たり3,300本（3㎡に1本） 

  マツは極端に日照を好む極陽樹 

  過密化で細く長い樹冠の貧者な弱い木になる 

  海岸の砂防用には㎡当たり1本とさらに超密植 

  砂防林に造成したコースは過密により競合が激化 

  林地の劣化が進行 

３）開発規制強化後のコース 
   近年は樹間競合が増し間伐の必要性が増している  



自然競合の進む公園の樹木（所沢市民公園） 



同上、自然落枝が進みマツ樹の劣化が進む 



枯れたアカマツに代って広葉樹が増えている（同上） 





日陰で枝の枯死が進んだヒマラヤシーダー（航空公園） 









劣化した林地はやがて常緑の陰樹が増える（同上） 



劣化の進行した林地（航空公園） 



50年前に裸の法面へクロマツを植栽したコースの例（葉山国際ＣＣ） 



地権者が違うため日陰にしているマツが切れないティ 



 

 

 

 

地権者が違い海岸の砂防林の自由な管理ができない例 



クスの巨木も枝がなければ価値が出ない 



整林とその前提 

ゴルフコースにおける樹木の役割とその理解 

（１）優れたコースの条件（Cornish：1914～2019） 

 ① 高い戦略性（Playability） ②素晴らしい景観    

  （Landscape) ③ 質の高い管理（Maintenance ) 

  が正三角形を作ること   

（２）コースにおける樹木の役割 

 ①戦略的な役割 ②樹木の景観的な役割 

 ③樹木の保安上の役割 ④樹木の環境上の役割 





植栽 



樹間距離と植栽本数 

（１）植栽距離 

 ① 樹木にもよるが７～９ｍ以上（マツは１０ｍ） 

   （乗用ラフモアの幅は4.2m） 

 ② 下枝は地上３ｍまで切除（乗用モアの通 

   行可能な高さ） 

（２）植栽本数（J.フレンチ＆R.P.コールボボ） 

    立地や予算により異なるが平地の場合 

   P-3：５～10本 P-4：30本 P-5：40本 



図-１ 各ホールの重要植栽地域 











ティ前植栽の例 



ティ前植栽の例 



ドッグレッグコースでの単木植栽の例 



設計に単木を取り入れたホールの略図（トム・ドーク） 



同上 



単木を活かした例：我孫子GC 



整林とその原則 

整林：樹間競合を抑え、出来るだけ自然な樹形を安定して維
持できる林帯にすること（造語） 

１）単木の場合：戦略性を活かし強剪定せず整枝主体、 

  ダブルハザードを避ける      

２）林地の場合：強剪定せず早目の間伐で適切な樹 

  間距離へ （マツでは７～１０ｍ）、列植を避けジグ 

  ザグに 、下枝は３ｍまで切除（境界植栽は列植） 

３）四季の演出：モミジなど紅葉する木を混植.コース 

  に四季観とバラエティを出す、（多過ぎないこと） 

４）花壇の導入：日本のコースは不足、カラフルに、 

   

   

   



樹木の弊害：グリーンを日陰にしている樹木 



早朝のグリーンを日陰にしているマツ樹 



２グリーンとも日陰にしている最悪の例：スタートホールの朝8時の風景 



ティを日陰にしているマツが切除できない例 



プレーに関係のないスギとツゲの灌木：ティを終日日陰にしている 



樹木による日陰で年中ティの芝生は良くならない 



ティ全体が終日日陰：思い切った間伐か切除が必要 



グリーンの背景植栽の貧弱な例：強剪定で奇形化したマツ樹の存在感がない 



強剪定で凌ぎ奇形化したマツ：背景植栽としての価値は？ 



地権者が違いこのマツの枝も切れない 



整林に積極的な茨城GCのラフのアカマツの林帯 



同上 



専用の機械による切り株の処理：茨城GC 



樹間距離が上手く取れたホールの例：アメリカのベスページＧCブラックC＃１３ 



50年の間に数回間伐をしてきたラフのマツ樹:もう一度の間伐が必要 



マツを活かすかサクラを活かすか？2本は余分 



上手な樹種の組み合わせの例：常緑のヒマラヤと広葉のエノキ 



同上冬季の風景 



余計なティ周囲の灌木の撤去を 

除去したいティ周辺の余分な樹木 



拙い列植の例：防球にはもっとジグザグに植えるのが効果的 



水分競合で芝を枯らす不要なシイノキの植栽 



プレーには無関係な樹木の剪定：人件費の無駄 



特定な権力者による余分な植栽の例 



ツゲの植栽と剪定がコースにどれだけの価値を齎すか？ 



プレー上役に立たない列植の例 



境界植栽の例：クスノキの列植 



四季を彩るグリーンの背景植栽の例 







四季のあるバランスのとれたアメリカのコースの例 



上手なハウス前の樹木の利用の例（カレドニアンCC） 



花壇か？畑か？ 



枝落としは早期にやるべし：大きくなるほど節跡が目立つ 



枝落としの良くない例：もっと樹幹の近くをスムーズに切ること 



同上：これでは幹の際まで枯れこむ 



終わりに 

• ゴルフコースの樹木は年々成長し樹間
競合はますます進行する 

• 樹木の役割を十分理解し整林を急ぐこと 

• 手遅れにせぬよう早期に計画実施する 

• 間伐材の有効利用を（用材、チップ、堆
肥化、マルチィング） 

• 花壇の利用 

 

 

 


